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中国におけるシイタケ生産に関する一考察
生産技術 農業政策および販売戦略の視点から
曹 炳*内山 寛**杉浦孝蔵***
平成 +/年 /月 ,0日受付平成 +/年 3月 ,.日受理
要約 : 近年 中国から日本への乾および生シイタケの輸出は急増し ,**+年の日本への輸出量は乾シイタケ
3,+0/ t 生シイタケ -0,,3+tに達した 日本へのシイタケ輸出が急増した背景には 中国におけるシイタケ生
産技術の開発と普及に加えて 文化大革命後の農業政策の転換と経済開放政策による農山村地域の活性化が
大きく影響している 本報では 中国におけるシイタケ生産と政府の農業政策を分析し シイタケ生産の現
状と将来について考察した すなわち 生産責任制の導入 人民公社の解体 星火計画による先端技術導
入 そして 海外からの技術導入によりシイタケの品質向上が図られ 主に乾シイタケの輸出が増加した
これに加えて輸送施設の整備により日本への生シイタケの輸出が増加したしかし 条約により日本が
生シイタケについてセフガドの暫定措置を発動したことにより 国内のシイタケ経営は大きな影響を受
けた 今後の安定したシイタケ経営のために 輸出に依存した経営から 国内消費を拡大し出荷先を多角化
する販売戦略によるシイタケ経営の改革も必要である
キワド : 中国 シイタケ 生産 流通 農業政策

+ は じ め に
近年 乾および生シイタケの中華人民共和国 以下中国
と略称する から日本への輸出が増加し ,**+年の輸出量
を見ると乾シイタケは+31+年 +.3 tの約0,倍 3,+0/ t
生シイタケは +33-年 +/,++0 tの約 ,..倍 -0,,3+ tに増
加している このような状況を背景とし 日本政府は ,**+
年に約半年にわたり条約に基づき生シイタケを含む農
産物 -品目についてセフガドの暫定措置を発動するに
至った
このように中国産乾および生シイタケの中国から日本へ
の輸出が急増した背景には 中国における生産技術の開発
と普及に加えて 文化大革命後の農業政策の転換と経済開
放政策による農山村地域経済の活性化が大きく影響してい
る したがって 本報においては 中国における乾および
生シイタケ 以下特記する以外はシイタケと総称する の
栽培技術と中国政府の農業政策について 中国国内の文
献 資料および現地調査に基づき考察した
, 中国におけるシイタケ栽培技術の変遷
中国は 多様な地域性と民族性を背景として 多様な食
文化を有し乾シイタケも広く利用されてきた 張頼+に
よるとシイタケ栽培は 記録上 2**年以上の歴史を有して
いる また 栽培技術についても 地域の特性に適した方
法が採られてきた これらシイタケの栽培技術の変遷は今
後の中国のシイタケ輸出を論ずるのに不可欠な分野であ
る 従ってここでは 中村,の日本シイタケ栽培史分類を
参考として このことについて考察した
 天産物採取時代
表 +に示すように 紀元前 ,.**年に神農が広葉樹林に
香りを放つ傘状の生物を発見し 香 と名付け天然のも
のを採取し食用に供した記録がある-
 半栽培時代* +
紀元 ,0/年	-+1年西晋の張 華 
博物誌に 江南諸
山群中 大樹断倒者 経春夏生菌 とあり これは木を
倒して子実体を発生させる人工栽培の最も古い記録と考え
られる 南宋 ++,1年	+,13年 時代には野生のシイタケ
は非常に珍重され 金と同等の価値を持っていた また
この時代に呉 三公により開発された人工栽培法が浙江省
の慶元 龍泉 景寧各県で行われた +-+-年には農学家王
により鉈目法にあたる花法
カンホオア
による栽培方法を解説した

農書菌子編が出版され中国におけるシイタケ半人工
栽培技術は確立し 普及段階に入った.
 人工接種時代
+3-*年代に日本からの帰国留学生である胡 昌 孫
雲蔚により西洋のマッシュルム栽培技術が中国に紹介さ
れ シイタケの人工接種栽培の研究が開始された また
*
**
***
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+3-*年代+3.*年代にかけて潘 志農が 四季栽培人工
種大全 を 李 師は 改良段木種法 を出版した
記録がある/この結果シイタケの種菌製造法原木栽培
技術が普及したと考えられる 当時の栽培方法は日本の田
中式栽培 * , ぼた汁式 * -に類似するものであるが 社会
的条件 栽培技術水準から 半栽培法に革命をもたらすに
は至らなかった
 純粋培養種菌時代
+3/0年には上海農業試験站は初めて木片によるシイタ
ケ種菌の培養実験に成功し +3/2年春までに 当時の中国
政府商業部により江西省景徳鎮でこの種菌による原木栽培
試験が実施された さらに 上海農業試験站は浙江省龍泉
県食用菌試験場と協力して ,/樹種の原木についての栽培
試験を +3/3年に実施し その結果に基づき +30*年代から
中国国内でこの方法によるシイタケ原木栽培技術の普及が
始まった- 上海市農業科学院食用菌研究所での聞き取り
調査によると +32*年に種駒による接種が農家に導入さ
れ +32-年には過半数の農家が種駒による接種を実施し
その後 +322年にはほぼ全ての農家に普及するに至った
 菌床栽培時代
原木栽培技術は +32*年代まで中国に広く普及したが
栽培周期が長いこと 原木 + m-当たりのシイタケ収
穫量が少ないこと ほとんどの産地が山間部にあるこ
と および 国内で原木資源が不足していることなどの
問題点があった
これらの問題点を克服し安定した生産により国内外のシ
イタケ需要を満たす生産量を確保するための研究が行われ
た その結果 +30.年に上海市農業科学院食用菌研究所で
木代料栽培法* .が開発された しかし 文化大革命の
影響で技術の普及は進まず +312年に上海郊外の嘉定県
川沙県で栽培が開始され その後広西 四川省などの内陸
部に広がり 中国のシイタケ栽培は新しい段階に入ったと
考えられるすなわち表,に示すように地域の環境に適
した栽培法が確立された 例えば 比較的温暖な地域の例
として 福建省では野菜用の畑でシロキクラゲ用の施設を
活用した露地代料栽培法が 広東省では液体種菌により培
養期間を短縮した液体種菌栽培法が確立された また 寒
冷 乾燥な地域の例として 低温品種の開発に加えて 河
南省では地温や地中の水分を活用する埋没栽培法や 黒龍
江省ではトウモロコシ等との混植により菌床を培養する地
面栽培法が確立された されに 周年栽培を目指して夏期
の栽培を実現した隧道栽培法などの技術が確立された.
これらの技術開発に加えて 海外から乾シイタケ加工技術
が導入され 乾シイタケの品質が向上した これらの栽培
表 + 中国におけるシイタケ生産の変遷
表 , 中国におけるシイタケ栽培技術の事例
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技術の普及により中国の -.の省市自治区のうち ,2の
省市自治区でシイタケが栽培されるに至った
- 中国の農業政策とシイタケ生産の関係
前述のように シイタケ栽培技術の向上は 温暖な地域
でのシイタケ栽培の生産量と品質の安定を図ると同時に
従来シイタケ栽培に適さなかった寒冷 乾燥な地域でのシ
イタケ栽培を可能とした これらの技術の開発と普及は地
域経済の活性化において重要な役割を果たしたといえる
この技術の開発と普及は従来 生シイタケの食習慣がな
い中国において 日本などへの輸出を前提とした産地が形
成されたことを意味する すなわち 図 +に示すように沿
岸地域には生シイタケ産地が 内陸地域には乾シイタケ産
地が形成される傾向にある ここでは シイタケ生産量の
変遷を踏まえ 中国の農業政策がシイタケ生産に果たした
役割について考察した
 中国におけるシイタケ生産量と輸出量
社会主義計画経済政策を取ってきた中国において シイ
タケは主要農産物に含まれないため 政府の計画的管理下
に置かれていない そのため 中国農業部および国家統計
局にはシイタケに関する統計資料がなく また民間団体で
ある中国食用菌協会にも統計資料が少ない 中国国内外か
ら収集した断片的な資料から推定した ,***年のシイタケ
生産量と輸出量を表 -に示す 生シイタケに換算したシイ
タケ総生産量は 約 +,*万 tであり 乾シイタケについて
は 輸出量が約 +.,*13 tで そのうち日本向け輸出量が約
3,+.. tで輸出量の 0/を占めていたまた生シイタケに
ついては 輸出量が約 //,++, tで そのうち約 .*,10/ t
1. が日本に輸出されていた
乾シイタケ輸出状況を表 .に示す +32*年+32,年ま
での乾シイタケ輸出量は ++. tから 2-/ tで推移したが
+32-年には +,.33 tで +,*** tを上回り +32.年には 2,* t
と減少した その後 増減を繰り返し +33.年には最高の
,*,2+, tに達したが ,***年には +.,*13 tになった この
ような減少は 日本国内の乾シイタケの相場や 乾シイタ
ケ業者の在庫状況が影響したものと考えられる
中国において輸出農産物は外貨獲得上重要な商品であ
る その中でも乾シイタケが安定した輸出量を維持するこ
とは 中国の外貨獲得に加えて 農山村地域の地域経済に
おいても重要な役割を担っていた
 中国の農業政策とシイタケ栽培
中国の農業政策の変遷を表 /に示す 従来 中国におけ
る農業政策は 中華人民共和国設立後 人民公社を中心と
する集団的な農業経営が主体であった この政策は文化大
表 - ,***年度 中国におけるシイタケの国内消費量 総生産量 輸出量
図 + 中国における乾生シイタケの産地
表 . 中国における乾シイタケ輸出量の推移
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革命後に大きな転機を迎え 現在の経済開放政策へとつな
がった すなわち +312年の中国共産党第 ++期中央委員
会第 -回総会において 工業 科学技術 国防および農業
の .つの近代化 が提唱され これに基づき改革開放政策
がスタトした 改革は 生産責任制 の導入と 人民公
社の解体と先端農業技術の普及 という ,つの段階を経て
現在の農業生産基盤が確立された
a 生産責任制の導入
改革開放政策スタト後 +32*年 3月の中国共産党中央
委員会において 農業生産責任制の強化と整備についての
若干の問題 が提起され 農業生産制度に対する改革が行
われた すなわち 従来中国憲法により土地は集団に所属
するとされ その使用について制限されていたが 改革後
は農家の自由な裁量による使用が認められた また 計画
経済制度の中で 人民公社により計画されていた作物の選
定やその作付面積が農家自身により決定されるようにな
り 米 麦等の穀物以外にシイタケを含むきのこや蔬菜等
の経済作物の栽培が認められた これらの生産には 生産
ノルマを決め超過分は個人所有 不足分は罰金が科せられ
る 包産到戸制度 や 生産ノルマを決めず農業税を納め
割当量を供出する 包幹到戸制度が大きな役割を担った
すなわち 生産責任制 に加え 農家の土地利用と農業
経営が自由化されたことや +32/年以降政府の農産物の買
い上げ価格の引き上げおよび精肉 野菜の価格の自由化に
より農家の農業生産意欲は増大し中国の農家収入は +312
年+32.年の平均で年間約 +/の増加がみられた その
結果 +32*年代には年収が +万人民元を超えるいわゆる
万元戸 が出現するに至った
b 人民公社の解体と 星火計画 の実施
+32*年から始まった農業政策の改革は +32-年に人民
公社の地方行政機能と経済組織機能を分離させる 政社分
離政策へ進展したこの政策により +32.年以降中国全土
において地方行政組織である 郷 鎮/が組織されそれ
ぞれ 郷人民政府 鎮人民政府 が確立された また 人
民公社の農業生産部門である 生産大隊 に代わって 村
民委員会 が設置され +32.年以降人民公社はほとんどの
地域で消滅した
農業行政機能の改革に加えて +320年からは 農業の先
端技術を農村に普及し生産技術の向上を図る 星火計画
が実施された +33/年から ,**+年の 1カ年間の 星火計
画のプロジェクトは大きく .つに分類されるすなわち
菌床材料の開発に係るもの .件 栽培方法に係るも
の -件 品種の開発に係るもの +件 生産システムの
開発に係るもの -件であった プロジェクトの内容につい
ては シイタケ栽培の現場が求める課題に適切に応えてお
り シイタケ生産の安定のために大きく貢献している 特
にクワ トウモロコシそして果樹の菌床培地材料への利用
や 生産量の増加や周年栽培のための技術が普及された
すなわち 原木資源の少ない中国の実情や生産の安定のた
めに求められる技術が開発普及された
c 生産責任制 と 星火計画 の実施によるシイタケ
増産
中国のシイタケ生産において 生産責任制 と 星火計
画 の ,つの政策は 相乗的な効果により中国におけるシ
イタケ生産量と輸出量を飛躍的に増加させたといえる す
なわち 生産責任制の導入により農家の生産作物の選択
肢が広がり生産意欲が増大したところへ 星火計画によ
りシイタケ栽培技術が普及された これにより中国のシイ
タケ生産量と輸出量は飛躍的に増加したといえる 浙江省
慶元県の乾シイタケの生産量について 生産責任制が強
化された +32*年以降と前年の +313年を比較すると +32*
年では約 ,..倍 2/ t +32+年では約 0.3倍 ,-1 tになっ
ている 一方 星火計画 が実施された +320年以降と前
年の +32/年との比較では +320年は約 +.,倍 1*1 t +322
年では約 +./倍 20* tになっており 生産責任制と 星
火計画 のシイタケ生産に果たした役割が ここに示され
ている0
. 中国におけるシイタケ生産および販売の現況
中国におけるシイタケ生産量は 政府の農業政策と栽培
技術の普及により +32*年代以降急激に増加している 特
に生シイタケの輸出が開始される以前に生産の主流であっ
た乾シイタケは +33*年以降 /万 tを越える生産量を示し
ている しかし 中国国内においては 原木や菌床培地原
料資源 以下原木資源等とする や市場整備について今後
解決すべき問題点が多くある これらの問題点について
中国国内のシイタケ生産の現況を踏まえ考察した
 中国におけるシイタケ原木および菌床培地の資源状況
中国国内のシイタケ産地形成は シイタケ栽培に用いる
原木資源等の状況が大きく影響している 中国国内では
+31*年代から大規模な人工造林が行われ表 0に示すよう
表 / 中国における農業政策の変遷
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に ,**+年の森林面積は +./3億 haと +32.年に比べて約
-*増加している1 しかし 造林される樹種の多くは針
葉樹が主体の用材林であり シイタケ栽培に適した広葉樹
は極めて少なく しかも 広葉樹資源は中国南部の湖南
浙江 福建 広東 広西各省に集中している したがって
シイタケ生産に適する広葉樹資源は天然林からの供給が主
体になるが 近年の中国におけるシイタケ生産量の増加は
原木資源等の減少を招いている また +332年に発生した
長江の洪水により中国政府は黄河 長江の上流での森林伐
採を全面禁止し 東北地方に対しても部分的な伐採禁止に
踏み切っている すなわち 国内の森林資源の供給条件は
厳しい状況にある
このような状況におけるシイタケ産地の対応を表 1に示
す 中国最大のシイタケ産地である浙江省慶元県では 県
内における原木資源等の減少により 隣接県からの原木資
源等の調達と併せてシイタケ原木林等の造成が開始され
+33+年には -- haの原木林等が造成されている2 また
福建省では 培地製造過程においてオガ粉に他の材料を添
加することで 原木 + m-を原料とするオガ粉からの収量
を従来の約 +*倍+/倍に増加させる技術を導入してい
る3 河南省泌陽県では 地域の気象条件にあわせた栽培
方法を確立し 全収量に占める高品質の 花冬 の割合
を 2*まで向上させる技術を確立されている 同様に東
北地区や 南部沿岸地域でも品質向上のための技術導入が
図られている
 海外からの資本と技術の導入
現在の中国から日本へのシイタケ流通経路を図 ,に示
す 現地調査によれば 乾および生シイタケともに中国国
内向けの流通経路はほぼ同様の流れを示している すなわ
ち 物流については 中国国内の集荷を専門とする業者
が 貿易に関する許認可を得て輸出するタイプ 輸出を
専門とする貿易業者を経由して輸出する ,つのタイプであ
る また 契約の面ではについて a 集荷業者に商品の
集荷を委託するタイプ b 集荷業者から商品の輸出業務
を受託するタイプがあり とあわせて -つの形態が存在
している
+33*年代半ばまで乾シイタケの輸出は香港を経由し
香港で加工包装され日本を含むアジア地域 北米や欧州等
へ輸出されていた この背景には 中国国内の輸出体制が
未整備であったことが大きく影響していた その後 中国
政府の経済開放改革政策により 従来中国国営の専門商社
にしか許可されなかった輸出ライセンスが 地方民営企業
にも許可されるようになり 中国から香港を経由する輸出
は減少した その一方で 従来香港での中継加工を業務と
した乾シイタケ業者や日本 台湾の乾シイタケ業者が福建
省 広東省など中国沿岸部で現地のシイタケ生産企業と共
同で加工工場を設立し 中国本土から直接海外へ輸出する
ケスが見られるようになった これらの業者は乾シイタ
ケの加工技術や設備を中国国内に導入し中国産乾シイタケ
の国際競争力をより強固なものへと育成した
一方 従来 国内での需要がほとんどなかった生シイタ
ケについては +33*年代に香港 日本の商社やスパに
よる開発輸入により本格的な生産と輸出が開始された 当
図 , 中国浙江省産輸出用生シイタケの流通経路
表 1 シイタケ産地における原木資源不足への対策
表 0 中国の森林資源状況
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時の中国産生シイタケは生産技術の未熟さとそれに伴う出
荷量の不安定さ さらに 鮮度保持の点で大きな問題を有
していた これに対して 日本 香港のスパや商社に
よる技術指導 予冷施設の設置や輸送施設の改善により
+33*年代の終わりには中国産生シイタケの品質は飛躍的
に向上した
現在の中国国内での生シイタケ流通は 生産者から集荷
された生シイタケは直ちに加工工場に運ばれ きのこの生
長が停止する摂氏 /度以下で保冷される その後低温を維
持した施設内で送風による水分管理や選別が行われ 日中
間の充実した定期航路を活用し 鮮度保持機能を有するコ
ンテナで約 -.日間で輸出される
中国におけるシイタケ生産に対する海外資本の導入はそ
の多くが 加工段階に集中し この部門における技術の向
上は著しいものがある しかし ,***年における国内のシ
イタケ総生産量のうち厳選された ,*が輸出用に 2*
が国内消費に廻されているシイタケの現状から考察する
と 高品質な商品の生産を図る上で 技術的問題が存在す
ことが考察される すなわち 今後の中国国内のシイタケ
生産業の発展において より一層の栽培技術の向上による
解決が求められている
 中国国内向けシイタケの流通状況
中国国内のシイタケを取り扱う市場を表 2に 乾生シ
イタケの流通経路を図 -に示す
中国においてシイタケは主に市場を経由して流通してい
る シイタケをはじめとするきのこを専門に扱う +1の専
門市場と きのこ以外の食品も併せて取り扱う 2つの総合
市場の ,種類に分類される きのこを専門に取り扱う専門
市場は きのこの産地に所在する市場が多く 総合市場は
北京や上海などの消費地に位置する市場が含まれている
乾シイタケについては 市場外流通と市場流通の ,つの
ルトがある 市場外流通は輸出加工工場と産地仲買人か
らの買い付けが多い 市場流通の場合には 主にきのこを
専門に取り扱う産地の 専門市場 と きのこ以外の食品
も取り扱う消費地の 総合卸売市場 の ,つの形態の市場
を経由するのが一般的な流通経路といえる
市場を経由した乾シイタケはスパもしくは小売店舗
が集まった市場で消費者に販売される 広州や西安におけ
るスパの取り扱いを例にあげると 特産品コナで
大箱に広げられた乾シイタケを顧客が自分で袋詰めし店員
に価格のシルを添付してもらい 他の商品とあわせてレ
ジで会計する方法と 仲買人により加工され 日本のよう
な定量包装による方法が行われている また 贈答用には
袋包装が用いられている スパに対して専門的な小売
店舗が集まった市場では 日本の乾物店のような形で商品
が店頭に並べられ顧客と店員との交渉により価格が決定さ
れる販売が行われている このような販売方法ではス
パに比べて低い価格で取引される傾向が見られる
国内の生シイタケの流通形態は 関係者への聞き取り調
査によると 相対取引による市場内流通が多くを占めてい
る 産地における卸売市場での集荷の方法としては 商
品を生産者が仲買人に持ち込む 仲買人が生産者から集
荷する 仲買人が市場外で仕入れた商品を市場内の仲買
表 2 中国の主なきのこ取扱市場
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人に販売する -つのケスが見られる 産地の卸売市場で
集荷された商品は 消費地の卸売市場の仲買業者を経由し
て 小売商人を中心とする農貿市場やスパを通して消
費者に流通している
国内の生シイタケ流通は 保鮮輸送システムが未構築で
あるため 保鮮輸送が可能な限られた地域に限定され 広
域的な商品流通が困難な状況にある 王による生鮮野菜の
流通に関する調査では 産地市場から消費地市場に至るま
でに要する日数は半日から-日である+*したがって市
場外の業者による流通や生産者による直売などの流通経路
を確立し 消費者へ新鮮な生シイタケを供給するシステム
の構築が国内消費の拡大を図る上で重要な課題である
 中国国内のシイタケ消費の動向
中国産乾シイタケの日本市場での価格は +33*年代の終
わりには 中国国内の生産地と日本国内の取扱業者の乱立
によって市場価格が低下する傾向が見られた これに加え
て中国国内の広葉樹資源の不足や資材の高騰から 中国国
内のシイタケ産地の中には生産を中止する地域が多く見ら
れるようになった
一方 国外での市場価格の低下と ,**+年に日本政府に
より暫定発動されたセフガドによる輸出の伸び悩みに
対して 国内では 上海 広州などの沿岸部を中心とする
国民所得の向上を背景として 高級食材としてシイタケの
需要が増加する傾向が見られる
中国と日本の乾および生シイタケの消費量の比較を表 3
に示す 中国における国民一人当たりのシイタケ消費量は
生シイタケ換算で 日本の約 , kg年人の約 .*に当た
る *.2 kg年人で著しく少ない状況にある この原因と
して シイタケが高級品として認識されていることや 生
図 - 中国における乾生シイタケの流通経路
表 3 中国および日本のシイタケ消費量比較
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シイタケの流通機構が確立されていないことがあげられ
る
日本政府によるセフガドの暫定措置の発動後 中国
国内においては乾および生シイタケの価格が下落し 中国
国内のシイタケ経営を圧迫している この背景として 生
シイタケの多くが日本への輸出に依存し 国内向けの消費
流通が少ないことが影響していると考えられる 中国にお
いては 多様な気候条件を有する国土を背景として 季節
ごとにシイタケ生産に適した気候の地域が存在する 多く
の野菜に見られるいわゆる 産地替え を行うことにより
周年での安定したシイタケ供給が可能になると考えられ
る また 生シイタケ生産と乾シイタケ生産を組み合わせ
て 生シイタケの生産調整を行うことで国内外への安定し
たシイタケの供給が可能になると考えられる 今後 中国
国内の需給動向を踏まえ安定した出荷量を維持できる産地
形成と保鮮システムの構築が必要である
/ お わ り に
アジア地域において 有数のシイタケ生産国である中国
のシイタケ生産について その生産と農業政策の視点から
考察した 中国におけるシイタケ栽培は 2**年以上の歴史
を有し ,*世紀以降 中国の農業科学研究機関による純粋
培養種菌および菌床栽培法の技術開発普及によって 栽
培技術の近代化が実現された これらの技術の普及には
文化大革命以降の中国政府の経済開放政策と農業政策が大
きく影響していた すなわち +31*年代末の 生産責任制
の導入 +32*年代の 人民公社の解体 星火計画 によ
る先端農業技術の普及および 農産物価格の自由化 によ
り 生産者の生産意欲の向上が図られたことによるシイタ
ケ生産の生産性の増大である
農業政策に加えて +32*年代以降 海外から資金と種
菌 加工技術が導入されて 品質が高いシイタケの生産量
が増大した その結果 中国産シイタケの多くは乾シイタ
ケとして日本を含むアジア 北米 欧州等に広く輸出され
るようになり その後 +33*年代には輸送手段の確立か
ら 生シイタケが主に日本に向けて輸出されるようになっ
た 急増するシイタケ生産に対して国内の産地では シイ
タケ栽培の原木となる広葉樹資源が枯渇し 新たなシイタ
ケ栽培方法の研究が進められた
一方 シイタケの輸入国である日本政府は中国からの生
シイタケ輸出の増大に対して日本国内の生シイタケ生産者
を保護するため条約によるセフガドの暫定措置を
発動した この結果 輸出に大きく依存した中国のシイタ
ケ生産は大きな影響を受けた シイタケ生産が輸出に依存
する要因の一つとして 国民一人当たりの生シイタケの消
費量が日本に比較して少なく 輸出に偏重せざるを得ない
状況にあり これがシイタケ経営の不安定要因になってい
た 今後のシイタケ経営の安定を図り発展させる上で輸出
依存型の経営から すでに中国国内での消費が形成されて
いる乾シイタケに加えて 特に中国国内での需要が少ない
生シイタケの流通経路を構築し 消費を拡大することで出
荷先の多角化を図る必要がある また 乾シイタケと生シ
イタケのバランスのとれた生産を確保することも 安定し
た経営形態を構築する上で重要である
補 注
+ 中村氏は 天然胞子に依存する方法で 増殖の基になる種
とか種物のことが全く分からず 種を播くとか植える技術
が存在しなかったので栽培に到達する前段階として半栽培
時代と呼ぶものである と主張した
, 伏せ込んだ原木の上からシイタケの粉末を散布する接種方
法
- 菌糸を水に懸濁させる接種方法
. 菌床栽培法
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A study of shiitake mushroom production in China
From the viewpoints of production technology,
agricultural policy and marketing strategy
By
Cao BING*, Hiroshi UCHIYAMA** and Takazo SUGIURA***
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Summary : In recent years, the export of dry shiitake mushroom and fresh shiitake mushroom from
China to Japan has been increasing rapidly. The import quantity of dry shiitake mushroom in ,**+
for instance, reached 3,+0/ ton, while fresh shiitake mushroom reached -0,,3+ ton. The background of
the rapid increase of shiitake mushroom export from China is the great inﬂuence of such factors as the
development and popularization of shiitake mushroomproduction technology, activation of the
rural-mountainous village area according to the conversion of agricultural policy and economic open
policy after the Great Cultural Revolution. In this report, Chinese shiitake mushroom production
technology and the agricultural policy of the Chinese government are analyzed ; the present condi-
tion and future of Chinese shiitake mushroom production are clariﬁed. If can be considered that
export of dry shiitake mushroom has increased due to ‘responsible production system’, ‘policy for
breaking of the people’s commune’ and ‘spreading of high technology by xing-hou program’ that has
resulted in the increasing quality of shiitake mushroom.Another factor in the increase of exports is
that the transport system for export has been cmpleted in China. But Chinese shiitake mushroom
growers were damaged by the Japanese goverment safe guard of WTO. Thus, in order tostabilize
shiitake mushroom production, the establishment of the Chinese domestic market and the expansion
of domestic consumption of shiitake mushroom are necessary.
Key Words : China, shiitake mushroom, production, distribution, agricultural policy
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